
ハスモンヨトウフェロモントラップ誘殺消長図

調査地点：佐渡市中興 佐渡農業技術センター 対象樹種：かき トラップ種類：水盤型

 発生生態と防除のポイント
 成虫は５月頃から発生し、徐々に増えながら９～10月に最も多くなる。幼虫は梅雨明け以降にさといもや大豆な
どで発生し、９～10月頃最盛期を迎える。多発生すると果樹園でも発生がみられ被害を及ぼす。
 黄土色の鱗毛に覆われた卵塊を産下し、若齢幼虫は集団で葉などを加害し、齢が進むと分散して暴食する。

 成虫は長距離移動し、突発的に飛来して密度が高まることも少なくない。誘殺状況に注意するとともに、園内を
よく観察し、卵塊や若齢幼虫の集団が確認されたら早急に薬剤を散布する。

調査地点：長岡市長倉町 作物研究センター 対象樹種：大豆 トラップ種類：水盤型

調査地点：新潟市西蒲区松野尾 対象樹種：ねぎ トラップ種類：捕獲型・ファネル

注１） 平年は、佐渡農業技術センターは２０１１年～２０１８年、作物研究センターは２００９年～２０１８年、新潟市西蒲区松野尾は２０１２年
～２０１８年の平均。
注２） グラフ横軸のローマ数字は調査月を表す。
注３） グラフ縦軸は誘殺頭数により自動調整されるため、調査地点毎に最大値が変わる可能性がある。

令和元年１０月１日新潟県病害虫防除所


